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１ 訓練概要
 【目 的】首都直下地震により、空港や新幹線など国内・外の交通の要所である品川駅周辺に多数の

帰宅困難者が発生したとの想定で、区や鉄道事業者、駅周辺関係施設等が協力し、
駅周辺の混乱防止や滞留者の安全確保のための取組について検証

 【日 時】令和８年２月９日（月）14時00分～15時50分（１時間50分程度）

 【会 場】品川駅及びその周辺（高輪ゲートウェイシティ含む）

 【参加者】東京都、港区、品川駅周辺滞留者対策推進協議会、港区内の駅周辺滞留者対策協議会関係者、
鉄道事業者（JR東日本、JR東海、京急電鉄）、
一時滞在施設（品川シーズンテラス、高輪ゲートウェイシティ）等

【想 定】地震発生時刻：令和８年２月９日（月）14:30頃
震 源：東京都南部 深さ35km
震 度：最大震度７
被 害：鉄道が運行を停止し、品川駅周辺で多数の滞留者が発生

２ 訓練のポイント
◆駅周辺の混乱防止と滞留者の安全確保

◆帰宅困難者対策オペレーションシステムの検証

◆外国人の一時滞在施設へのスムーズな誘導

訓練全体概要

品川駅
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・訓練開始時刻にシェイクアウトを実施
・JR東日本、JR東海、京急電鉄が
品川駅構内で外国人を含む
旅客を保護

・帰宅困難者が、帰宅困難者対策オペレ
ーションシステム（以下「キタコンＤＸ」と
記載）で一時滞在施設の開設情報等
を確認
・帰宅困難者が、キタコンＤＸを使用し、
事前入館登録手続きを実施
・最寄りの一時滞在施設へ移動

① シェイクアウト訓練、利用者保護訓練

② 滞留者誘導訓練

③ 一時滞在施設の開設・受入・運営訓練

２

訓練
時間

①シェイク
アウト訓練
/利用者保
護訓練

②滞留者
誘導訓練

③一時滞在
施設
開設・
運営訓練

14:00

14:30

14:45

15:00

15:30

16:00

駅で
シェイク
アウト

開設報告・
準備

施設情報確認・
事前入館登録

一時滞在施設
へ移動

帰宅困難者
受入・受付入力

開設要請

訓練全体の流れ

品川シーズンテラスでの入館受付の様子

実施内容と流れ

※港区ポータルサイトの案内及び品川駅
周辺滞留者対策推進協議会による情報提供
訓練も並行実施

≪②滞留者誘導訓練前≫
・都・区市町村が、一時滞在施設に
キタコンＤＸによる施設開設要請
・一時滞在施設が、都・区市町村宛に
キタコンＤＸにより施設開設報告

≪②滞留者誘導訓練後≫
・一時滞在施設が、キタコンＤＸを
使用し、入館受付手続きを実施

キタコンＤＸによる事前入館登録手続きの様子

シェイクアウト訓練の様子



訓練実施を受けての検証

○発災時に円滑な避難誘導を行うため、
キタコンＤＸの事前周知を徹底

○各施設の発災時のオペレーションを、
従事する方全てで確認し訓練を実施
（机上演習等可能な範囲で実施）

○訓練を実施しての課題や改善案等を
自治体・協議会・施設間で共有
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【参考】訓練実施を受けて、民間事業者等から寄せられた声
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＜鉄道事業者＞
○発災直後～駅構内滞留者を一時滞在施設等へ送り出すまで
の手順・アナウンス（英語含む）について既存マニュアル等
を見直すきっかけとなった。

※東京都が聞き取った代表的なもの

＜駅周辺滞留者対策協議会関係者＞
○駅周辺滞留者が一時滞在施設へ案内された後、同施設内でど
のような手続きを経て受け入れられるのか等知ることができ
たので、今後の滞留者対策改善の参考になると思った。

＜一時滞在施設管理者＞
○今回訓練をきっかけに、初めて自施設の体系的な受入手順マ
ニュアルを整備できたのは良かった。

〇実動訓練を通して、既存マニュアルの帰宅困難者受入手順や
人員配置の課題を見出すことができた。



【参考】キタコンＤＸの周知に向けて



【参考】外国人対応について

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kitaku_portal/1030934.html

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kitaku_portal/1030934.html


ご静聴ありがとう
ございました

東京防災公式キャラクター『防サイくん』
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